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アクセス数等の状況について  
 
 県ホームページ(pref.shimane.lg.jp)の平成１９年４月から７月にかけてのア

クセス数などの状況は次のとおりでした。  
 
・ 常にアクセス数の上位に上がっていた主なページは次のとおりでした。 

 

トップページ、入札情報、竹島、組織別情報  
 
・トップページには月平均で約53万件のアクセスあり、そのうち74%にあたる約40

万件が外部からのアクセスでした。  
 
・入札情報は情報の件数により増減がありますが、関連するページを合計すると月

に約7～16万件のアクセスあり、その約90％は外部からのアクセスでした。  
 
・竹島ページは他と比較して更新の頻度が低いにもかかわらず、月2万件程度のア

クセスがあり、その99％は外部からのアクセスでした。  
 
・組織別情報（各所属へのリンク）は、月平均2万件のアクセスがあり、外部と庁

内からのアクセス数はほぼ同数となっています。  
 
・石見銀山関連は4月以降増え続けています。関連ページを合計すると4月に約3万

アクセスだったものが7月には約18万アクセスとなり、約6倍となりました。  
 その97％は外部からのアクセスでした。  
 
・県民ホットライン（県民の声）へのアクセスは関連ページを合計すると月5万件

程度あります。その内訳は外部からが約3割、庁内からが約7割となっています。 
 
 
この他に別サーバで運用されているホームページでアクセス数が多い主なペー

ジは次のとおりでした。（アクセス数は各トップページの7月データ） 

 

報道発表資料(16.7万件)、しまね観光ナビ(7万件)、島根県警察(6.5万件) 

 

また、水位雨量データに関するページや冬期道路情報などは季節によりアクセス

数に増減があります。 

一方、新しいページが別に存在していて、アドレス変更のお知らせだけが表示さ

れている旧トップページや旧竹島ページなどにも未だに多くのアクセスがありま

した。 

 

資料１ 



現ホームページ 
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資料３

1

2

3

ルール 提案に至った経緯

1

トップページの写真は、
広聴広報課に投稿し、審
査のうえ掲載する。

トップに載せる写真はとても目立つので、島
根の印象を良くする写真を適度に更新しな
がら掲載すべきであり、広聴広報課がＨＰに
ふさわしいものを選び、掲載時期を判断す
るというプロセスが必要かと考えた。

2

ホームページの評価や
問題箇所の把握を行うた
め、偵察隊にホームペー
ジをパトロールしてもら
う。

職員では気付かない視点から、外部の閲覧
者に厳しく指摘、報告をしてもらえれば、より
よいホームページを公開できると思われる。
「内部偵察隊」は、広聴広報課や情報政策
課などの担当課職員が交代してこれにあた
ることとすれば、コストをかけずに導入できる
と考えられる。

3

検索機能でヒットしやす
い書き方をする。

探したいページを検索するとき、キーワード
と思われる言葉を入力しても、思い通りにた
どり着けないことがある。検索エンジンを改
良するのは大がかりなので、運用面で対処
できないかと考えた。

4

アクセス数が異常に少な
いページを定期的に
チェックして指摘する。

県のホームページのサーバーの中には、作
成されてから相当時間が経過し、既に公開
する意味を失っているページがそのまま放
置されている例が多数あると思われる。アク
セス数が異常に少ないページというのは、
県の担当者すら見ていない（当然、更新も
されていない）ページであり、担当所属でも
前任者、前々任者が作成したページであれ
ば、現担当者が気づかずに放置しているこ
とも考えられ、チェックして指摘する必要が
あると思われる。

広聴広報課が、各ページのアクセス数
を定期的に調べ、極端にアクセス数が
少ないページをその担当所属に知ら
せる。指摘を受けた所属は、そのペー
ジを公開し続ける必要があるかどうか
を再点検し、不要と判断したページは
削除する。

まず、ページの内容を端的に表してい
ることば（＝閲覧者が検索する際に入
力しそうな言葉）を「ページタイトル」と
「見出し」に用いる。また、本文中にも
そのキーワードと思われる言葉を記載
することで、検索する際にヒットしやす
くする。

使い方の方針

「本県」という言葉は使わず、他のや
わらかい言葉に言い換える。

ページのタイトルや見出しには、興
味を引く簡潔な言葉を用いる。

ＴＰＯに応じた言葉の使い方をする。

考え方

ホームページの文章は、不特定多数の方が読まれるので、「本県」と
いった日常使わない言葉は用いないようにしましょう。必ずしも県という
言葉を使う必要がない場面では、ほかのやわらかい表現に換えましょ
う。
　例：島根県では～～、しまねの○○

多くの人にホームページを見ていただくためには、そのページを見て
みたいと思わせるよう、興味を引くタイトルや見出しの付け方が肝心だ
と思われます。文字数が増えすぎないよう、「～～について」のような文
のまとめ方はやめ、簡潔な言葉でまとめましょう。

条例・規則について説明する時などには、誤解が生じないように、法令
用語などを用いて正確を期す場合がよくあると考えられます。しかし、
そうでない場合、例えばイベントのお知らせなど明るい話題の時には、
やさしい言葉づかいで、あたたかさや親しみやすさを出すよう心がけま
しょう。

用語の使い方

運用ルール

県内の風景、地域のイベントの光景な
ど島根の良さをアピールできる写真を
職員が撮影あるいは調達し、広聴広
報課に送る。広聴広報課が、ホーム
ページにふさわしい写真かどうかを審
査し、掲載時期を決定して、トップペー
ジに載せる。

偵察隊は、外部の閲覧者がパトロール
する「外部偵察隊」、職員自らがパト
ロールする「内部偵察隊」で構成す
る。
「外部偵察隊」は、リンク切れや不適切
な表現の指摘、閲覧支援が十分機能
しないページや感想などを報告しても
らう。偵察隊のページを作り、そこで各
月の報告回数ランキングを表示するな
どして表彰する。
「内部偵察隊」は、主にアクセシビリ
ティの観点からパトロールし、島根県
ホームページ作成ガイドラインに違反
したページを取り締まる。

具体的な方法



●ホームページコンセプト 

１．ホームページ全体が一挙に見られる。 

２．シンプルかつやわらかなデザイン（新鮮さ） 

３．県内の方へ生活に関する情報提供 

４．県外の方へ観光に関する情報提供 

５．ユーザにあったページが選択できる。 

 

 

●テーマ 

 １．しまねを‘知りたくなる’感じ 

 ２．しまねに‘行きたくなる’感じ 

 ３．しまねの‘季節感が伝わる’感じ 

 

 

●キャッチフレーズ案 

・人が好き 暮らしが好き 島根県 

・みどりなす我がふるさとしまね 

・そうだ‘しまね’がある！ 

 ・海が好き 山が好き 人が好き 

 ・さわやかな風、きよらかな水、心ときめく緑のふるさと しまね 

 ・しまねの息吹をここで感じる 

 ・ここに来れば人のやさしさに出会える．．． 

 ・豊かな光と色彩の世界へ、ようこそ 

 ・しまねを見る知る語り合う 

 ・ひとにやさしい ひとがやさしい 

 ・澄み切った空気に触れてみませんか？ 

 ・しまねでしか見ることができない軌跡 

 ・ ンプルだけど ンネリじゃない イチャーワールド 

 ・とって隠岐・神話の国出雲・おかえり石見 

 ・古きを温め、新しきを創る（情報誌「シマネスク」より） 

 ・すばらしい根しまね（県政広報誌「フォトしまね」より） 

 ・山に幸あり山を踏め 海に幸あり波に乗れ（県民の歌「薄紫の山脈」より） 



A案 （アレンジ案） B案 （リフォーム案） C案 （オルタナティブ案）

概　　要

・現行のページ構成を継承しつつ、レイア
 ウトの変更や目的別情報の再分類、１画
 面表示、簡潔な文章化を行った
・リンクボタンに県の"ゆるキャラ"を表示
 したり、中段にお楽しみページへのリンク
 を配置した
・比較的平凡なスタイル

・Ａ案の考え方をベースに、ページ構成
 の明瞭化に配慮し、シンプルかつさわや
 かなデザインとした
・アクセスの多いページをまとめて表示し
 欲しい情報へすぐにアクセスできるよう
 工夫した
・写真データが大きく閲覧者を選ぶおそ
 れがある

・Ｂ案までの考え方を考慮しつつ、斬新
 な敢えて特異なデザインとした。背景
 を黒、文字を白としてコントラストを強調
 した
・リンクボタンを六角形にして、思わずク
 リックしたくなるデザインとした
・冒険的すぎるデザイン

県民

・これまでのページと全体のイメージは変
 わらないため、違和感なく閲覧できる
・おなじみの"ゆるキャラ"やお楽しみペ
 ージでより多くの方に楽しんでもらえる

・郷土の景色やイベントの写真を大きく
 掲載し、しまねのすばらしさを再認識で
 きる
・トピックス表示が大きくわかりやすい

・斬新なデザインにより話題を呼び、こ
 れまで見たことがない方もアクセスした
 くなる
・斬新すぎることにより意見が分かれる
 おそれがある

県外
・観光に関する情報を左中央部に集中配
 置してありわかりやすい
・他県のページ構成と同様で個性がない

・美しい風景などが大きく表示されてあ
 り、しまねに興味を持ってもらえる
・情報やリンクの配置がシンプルで欲し
 い情報にすぐアクセスできる

・しまねは他県とどこか違うという特別
 な意識を持ってもらえる

高齢者等
・文字を大きくすることなどは、現在の閲
 覧支援機能を使ってできる

・文字を大きくすることなどは、現在の閲
 覧支援機能を使ってできる

・コントラストが強く、閲覧支援機能を使
 わなくても見やすい。
・文字を大きくすることなどは、現在の閲
 覧支援機能を使ってできる

職員の作業

・お楽しみページのコンテンツづくりや運
 営について、関係所属で分担作業が必
 要（作業量：大）
・キャッチフレーズ選定に時間を要する
・お楽しみページにおける掲示板機能の
 管理負担大

・定期的な写真の入れ替えのため、広聴
 広報課では作業が必要 （作業量：中）
・キャッチフレーズ選定に時間を要する。

・各所属職員に特別な作業はほとんど生
 じない （作業量：小）

改善ステップ

・サイトマップ再構成に関する全庁的な
 合意形成
・システム新規開発
・お楽しみページコンテンツ作成
・トップページ差し替え

・サイトマップ再構成に関する全庁的な
 合意形成
・システム変更（小）
・トップページ差し替え

・サイトマップ再構成に関する全庁的な
 合意形成
・システム変更（中）
・トップページ差し替え

業務分担
・お楽しみページのコンテンツ作成、運営
 （関係所属）

・定期的な写真の更新（広聴広報課） ・業務分担は発生しない

トップページ
変更概算費用

・30万円 ・20万円 ・30万円

全体概算費用 ・200万円～ ・100～150万円 ・150～200万円

特記事項
・お楽しみページコンテンツ作成費
・今月の一枚（写真）のコンテンツ作成
 費

・画像編集費等 ・ページヘッダ、フッタの形式変更

短期的な特徴
・お楽しみページコンテンツの定期的な
 更新が必要
・今月の一枚（写真）の運営

・定期的な写真の更新が必要
・季節により文字色等を変更し、簡単な
 イメージチェンジが可能（青←→緑）

・目的別情報のタイトルが増えても
 デザインを崩さず変更可能

長期的な特徴
・汎用性の高いデザインであるため、手
 軽にリニューアル可能

・目的別情報のタイトルが増えた場合
 デザインが崩れる

・色を変えるなどの簡単なリニューアル
 が困難

継
続
の
視
点

財
務
の
視
点

トップページ

顧
客
の
視
点

業
務
の
視
点
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